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失火
67％

18％

平成 26年版「消防白書」より

15％平成25年中の総出火件数

4万8095件のうち、失火

による火災が全体の約67

％をしめている。
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住所はどこですか？

周囲に目標となる建物はありますか？
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適応火災
の表示

消火器には、適応する火災の種類が絵表示されて
います。

消火器を購入する場合「業務用」「住宅用」の表示を
確認しよう。
また、スプレー缶タイプの「エアゾール式簡易消火具」
などもあります。

床
ゆか

ホースの先を
つかんで
火の方にむける。

上のレバーと下の
レバーを一緒に強
くにぎると消火剤
が放出される。
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海のプレートの動きなどによ
り、岩盤に力が加わり、ひずみ
がたまる。

断層面を境に両側の岩盤がず
れ動き、地震が発生。

活断層型

●人はゆれを感じないが、地震計には記録される。

●屋内で静かにしている人の中には、ゆれをわずかに感じる人がいる。

●屋内で静かにしている人の大半が、ゆれを感じる。

●電灯などのつり下げ物が、わずかにゆれる。

●屋内にいる人のほとんどが、ゆれを感じる。

●棚にある食器類が音を立てることがある。

●電線が少しゆれる。

●ほとんどの人が驚く。●電灯などのつり下げ物は大きくゆれる。

●座りの悪い置物が、倒れることがある。

●電線が大きくゆれる。

●大半の人が、恐怖を覚え、物につかまりたいと感じる。

●棚にある食器類や本が落ちることがある。

●固定していない家具が移動することがあり、不安定なものは倒れることがある。

●物につかまらないと歩くことが難しい。

●棚にある食器類や本で落ちるものが多くなる。

●固定していない家具が倒れることがある。●補強されていないブロック塀が崩れることがある。

●立っていることが困難になる。

●固定していない家具の大半が移動し、倒れるものもある｡ドアが開かなくなることがある。

●壁のタイルや窓ガラスが破損、落下することがある。

●耐震性の低い木造建物は、瓦が落下したり、建物が傾いたりすることがある。倒れるものもある。

●はわないと動くことができない。飛ばされることもある。

●固定していない家具のほとんどが移動し、倒れるものが多くなる。

●耐震性の低い木造建物は、傾くものや、倒れるものが多くなる。

●大きな地割れが生じたり、大規模な地すべりや山体の崩壊が発生することがある。

●耐震性の低い木造建物は、傾くものや、倒れるものがさらに多くなる。

●耐震性の高い木造建物でも、まれに傾くことがある。

●耐震性の低い鉄筋コンクリート造の建物では、倒れるものが多くなる。
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難するときは、徒歩で、必ずくつ

をはき、ヘルメットや防災ずきん

をかぶろう。また、持ちものは非常持ち出

し品など、必要最小限のものにしよう。避

難などで家をあけるときは、電気のブレー

カーを一旦切り、できれば電気器具のコン

セントを抜いていくようにしましょう。
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携帯トイレ

トイレットぺーパー
※非常備蓄品（一人分）の項目・数量は一例です。
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※注意
　ろ過する前の水の汚れの程度によって効果は異なります。また、これらの方法でろ過した水は、飲料水にはなりません。
　飲み水以外の生活用水を確保するためのひとつの方法として参考にしてください。 ※注意　火の取りあつかいには充分注意しましょう。

布を利用して水を移し替えると、布に

汚れが附着して、ある程度きれいな

水が得られます。（サイフォンの原理）

　材料は、サラダオイ

ル（食用油なら可）、

ティッシュペーパー、ア

ルミホイル、ガラスの

コップです。

　使う油の量は3時間

で5㏄程度、つまり少量

で長く灯し続けること

ができます。

　さいばしにろうそくを

さし、アルミはくでまく。

輪切りの大根につき立て

ればろうそく立てに。

食用油でランプをつくる
コップや空きびんと食用油があればランプができる！

灯芯のつくり方【こんな方法も】
 さいばしと
 大根が
 ろうそく立てに

（出典）公益財団法人　市民防災研究所

❶３㎝巾のアルミホイルを２つにおる ❷さらにたてに２つにおる

❸ようじで
　穴をあけて、
　ようじを抜く

❹開いた穴に
　灯芯を
　さしこむ

❺芯の
　まわりを
　おさえる

※灯芯はティッシュ
　ペーパーでつくる

約3㎜

3㎝

25㎝（家庭用アルミホイル巾そのまま）

❻直角に
　折りあげる

❽灯芯に
　サラダオイルを
　ふくませ火を
　つける

❶ティッシュペーパーを
　2 枚にはがす。

❷片方の1 枚を4 つ折りに。 ❸5 等分に切り分ける。

❹切り分けた1 つを
　軽く丸める。

❺さらに両手のひらで
　ころがすように細く丸める。

❻片方の先端を斜めに
　切ってできあがり。

❼

❼
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ケータイ「災害用伝言版」の使い方を家族みんな

でおぼえておきましょう。
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岩手県宮古市における津波の状況（平成23年3月11日15時23分撮影）
（岩手県宮古市提供）

　過去に何度も大津波を経験し

ている東北の三陸地方には「津

波てんでんこ」という言い伝え

があります。これは、津波がき

たら、親も子どももかまわず、

てんでんばらばらに逃げなけれ

ば命は助からないという意味

で、明治29年に三陸地方をお

そった、「明治三陸大津波」災

害のときに、本当にあった悲し

いお話からできた言い伝えで

す。津波はものすごい速さで押

しよせてくるので、わき目もふらずに避難しなければならないという、津波災害から命を守るた

めの非常にきびしい教えです。

　東日本大震災のときの大津波では、「津波てんでんこ」の教えのとおり避難して助かった人が

いました。その一方で、家族をさがしに家に戻り、逃げ遅れた人もいました。

　家族が心配し合って逃げ遅れることがないように、あらかじめ津波から逃げるときの避難場所

（待ち合わせ場所）を決めておいて、ばらばらであっても、それぞれが逃げることを家族で約束

しておくことが大切です。
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平成２４年７月九州北部豪雨による洪水。ガードレール上まで冠水し、身動きが取れない車両
（阿蘇市提供）

平成26年8月の広島市土砂災害（内閣府提供）

　土砂災害には、主としてがけ

くずれ、地すべり、土石流があり

ます。大雨によって山やがけの

地盤がやわらかくなったり、川

の水が急に増水したときは危険

です。前ぶれを発見したときは、

もういつ土砂災害が起こっても

おかしくありません。すぐにが

けや谷筋から離れた場所に逃げ

ましょう。逃げるときには、谷川

が流れる方角に対して直角に逃

げましょう。

　また、山岳地帯の上流部に

降った雨や雪どけ水が押しよせ

ておきる土砂災害として「鉄砲

水」があります。鉄砲水は、高速

で流れくだる上に、予測が非常

にむずかしく、下流部が晴れや

小雨でも、源流部に大雨が降っ

たりすると、何の前触れもなく

やってくることがあります。
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平成25年9月、埼玉県越谷市で発生した竜巻により被害を受けた越
谷市第二学校給食センター。 埼玉県越谷市提供

　竜巻は、発達した積乱雲（モクモクとし

た、雷やひょうをもたらすこともある入道

雲の仲間）によってつくられる、大気中の

激しいうずまきです。

次のような状況になると、竜巻の発生する

ような「発達した積乱雲」がみなさんの間

近まで近づいている可能性があります。

◆ 真っ黒い雲が近づき、周囲が急に暗くなる。

◆ 雷鳴が聞こえたり、雷光が見えたりする。

◆ ヒヤッとした冷たい風が吹き出す。

◆ 大粒の雨や「ひょう」が降り出す。

★秒速100mをこえる猛烈な風で、 

まわりのあらゆるものを吹き飛ばす。

★吹き飛ばされた物が猛烈なスピード

でかべをつき通し、建物をこわす。

★年間を通じて、いつでもどこでも発生

する。

★台風シーズンである9月に最も多く、

夜間よりも日中の方が多い。

★近くの頑丈な建物に移動しよう。

★頑丈な建物がなければ、飛んでくるもの

から身を守れるような頑丈な構造物のそ

ばに身を隠し、頭を抱えてうずくまろう。

★強い竜巻のときには、車も飛ばされるお

それがあるので、車の中にいても頭を抱

えてうずくまろう。

死者12名をだした、熊本県
不知火町（現：宇城市）の高潮災害
（平成11年9月　熊本県提供）

屋外にいる場合

★窓のない、一階又は地下の部屋などへ

移動しよう。

★窓、ドア、外壁から離れよう。

★浴槽や頑丈な机の下に入り、両腕で頭

と首を守ろう。

屋内にいる場合
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★強い竜巻のときには、車も飛ばされるお

それがあるので、車の中にいても頭を抱

えてうずくまろう。

死者12名をだした、熊本県
不知火町（現：宇城市）の高潮災害
（平成11年9月　熊本県提供）

屋外にいる場合

★窓のない、一階又は地下の部屋などへ

移動しよう。

★窓、ドア、外壁から離れよう。

★浴槽や頑丈な机の下に入り、両腕で頭

と首を守ろう。

屋内にいる場合
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竜巻は日本のどこでも発生する可能性があり、台風シーズンの9月に発生が最も多く確認されています。

年間平均で約25件の竜巻（海上竜巻を除く・平成19年～25年の平均）の発生が確認されており、

死者も出る大きな被害をもたらしたこともあります。

28



竜巻は日本のどこでも発生する可能性があり、台風シーズンの9月に発生が最も多く確認されています。

年間平均で約25件の竜巻（海上竜巻を除く・平成19年～25年の平均）の発生が確認されており、

死者も出る大きな被害をもたらしたこともあります。
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鹿児島県・宮崎県 霧島山（新燃岳）の噴火（平成23年1月 気象庁提供）

ゆう   せつ   がた

融雪型火災

融雪型
ゆう せつ がた

融雪型
ゆう せつ がた

融雪型
ゆう   せつ   がた

窪窪
くぼ   ちくぼ   ち30



鹿児島県・宮崎県 霧島山（新燃岳）の噴火（平成23年1月 気象庁提供）

ゆう   せつ   がた

融雪型火災

融雪型
ゆう せつ がた

融雪型
ゆう せつ がた

融雪型
ゆう   せつ   がた

窪窪
くぼ   ちくぼ   ち 31
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水道水などのきれいな

流水で患部を十分に冷

やす。

36



水道水などのきれいな

流水で患部を十分に冷

やす。
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❽AED

ショックを実施した後、直ちに胸骨圧迫から

心肺蘇生を再開します。

❶周囲の安全確認
たおれている場所が安全かどうかを確認し、危険な場所ならば安全な場所に移動する。

❷反応の確認
肩をたたきながら、できるだけ耳もとの近くで「わかりますか」などと呼びかける。

❸協力してくれる人を求める
反応がない場合には、すぐに「誰か来てください」と大声で助けを求めて、救急車を呼んで

もらったり、AEDを持ってきてもらう。

❹呼吸の確認
胸から腹のあたりが動いているか 10 秒以内で見て、普段どおりの呼吸

があるか確認する。

❺胸骨圧迫
　胸のまん中に手を重ね、垂直に体重をかけ、胸が少なくとも５ｃｍ沈み込

むように、1分間に少なくとも100回の早さで30回圧迫します。

　沈んだ胸が元の位置に戻るように圧迫を解除します。

❻人工呼吸 （※ためらわれる場合は胸骨圧迫のみ行ってください。）
　あご先を持ち上げながらひたいを後方に押し下げ、頭をそらして気道

を確保し、親指と人差し指で、鼻をつまみ鼻の孔をふさぎます。

　大きく口をあけて、胸の上がりが見える程度の量の息を、約1秒かけ

静かに2回吹き込みます。

❼胸骨圧迫と人工呼吸の組み合わせ
胸骨圧迫30回と人工呼吸2回の組み合わせを絶え間なく、続けて行

います。

音声メッセージにした

がって、電極パッドを胸

に貼ります。

AED が到着したら、

まず電源を入れます。

電気ショックの必要性を AED が判断

します。心電図解析中は誰も傷病者に

触れないようにします。

ショックが必要な場合、誰も傷病者に

触れていないことを確認したら、

「ショックボタンを押してください」と

いう音声指示にしたがって、点滅して

いるショックボタンを押します。

かく にん

かく にん

かく にんこ きゅう

じんこう こきゅう

じんこう こきゅう

きょうこつ あっぱく

きょうこつ あっぱく

すいちょく

きょうこつ あっぱく

しんぱい そせい

でんきょく

しんでんずかいせき しょうびょうしゃ

しょうびょうしゃ

てんめつ

は

あっ ぱく

き どう
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❽AED

ショックを実施した後、直ちに胸骨圧迫から

心肺蘇生を再開します。

❶周囲の安全確認
たおれている場所が安全かどうかを確認し、危険な場所ならば安全な場所に移動する。

❷反応の確認
肩をたたきながら、できるだけ耳もとの近くで「わかりますか」などと呼びかける。

❸協力してくれる人を求める
反応がない場合には、すぐに「誰か来てください」と大声で助けを求めて、救急車を呼んで

もらったり、AEDを持ってきてもらう。

❹呼吸の確認
胸から腹のあたりが動いているか 10 秒以内で見て、普段どおりの呼吸

があるか確認する。

❺胸骨圧迫
　胸のまん中に手を重ね、垂直に体重をかけ、胸が少なくとも５ｃｍ沈み込

むように、1分間に少なくとも100回の早さで30回圧迫します。

　沈んだ胸が元の位置に戻るように圧迫を解除します。

❻人工呼吸 （※ためらわれる場合は胸骨圧迫のみ行ってください。）
　あご先を持ち上げながらひたいを後方に押し下げ、頭をそらして気道

を確保し、親指と人差し指で、鼻をつまみ鼻の孔をふさぎます。

　大きく口をあけて、胸の上がりが見える程度の量の息を、約1秒かけ

静かに2回吹き込みます。

❼胸骨圧迫と人工呼吸の組み合わせ
胸骨圧迫30回と人工呼吸2回の組み合わせを絶え間なく、続けて行

います。

音声メッセージにした

がって、電極パッドを胸

に貼ります。

AED が到着したら、

まず電源を入れます。

電気ショックの必要性を AED が判断

します。心電図解析中は誰も傷病者に

触れないようにします。

ショックが必要な場合、誰も傷病者に

触れていないことを確認したら、

「ショックボタンを押してください」と

いう音声指示にしたがって、点滅して

いるショックボタンを押します。

かく にん

かく にん

かく にんこ きゅう

じんこう こきゅう

じんこう こきゅう

きょうこつ あっぱく

きょうこつ あっぱく

すいちょく

きょうこつ あっぱく

しんぱい そせい

でんきょく

しんでんずかいせき しょうびょうしゃ

しょうびょうしゃ

てんめつ

は

あっ ぱく

き どう
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知識・技術
知識・技術編

全国の主な防災センター施設

札幌市民防災センター ☎ 011-861-1211 北海道札幌市白石区南郷通6丁目北2－1

江別河川防災ステーション ☎ 011-381-9177 北海道江別市大川通6

伊達市防災センター（開館期は4〜12月）☎ 0142-23-9119 北海道伊達市松ヶ枝町13－1

釧路市民防災センター ☎ 0154-23-0425 北海道釧路市南浜町4－8

千歳市防災学習交流施設 ☎ 0123-26-9991 北海道千歳市北信濃631－11

士別河川防災ステーション ☎ 0165-23-4400 北海道士別市東山町3345－2

青森県防災教育センター ☎ 017-788-4221 青森県青森市大字新城字天田内183 －3

岩手県立総合防災センター ☎ 019-697-7741 岩手県紫波郡矢巾町藤沢3－117－1

登米市消防防災センター ☎ 0220-22-2119 宮城県登米市迫町森字平柳25 

栗原市防災学習センター ☎ 0228-22-8511 宮城県栗原市築館留場中田111－1

気仙沼・本吉広域防災センター ☎ 0226-22-6688 宮城県気仙沼市赤岩五駄鱈43 － 2

秋田県防災学習館 ☎ 0184-73-3005 秋田県由利本荘市岩城内道川字築舘１－１

西置賜防災センター ☎ 0238-88-1839 山形県長井市平山4460

山形県防災学習館 ☎ 0235-66-4626 山形県東田川郡三川町大字横山字堤27－1

※ ホームページあり
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知識・技術
知識・技術編

※ ホームページあり

山形市市民防災センター ☎ 023-643-1191 山形県山形市西崎9－1

栃木県防災館 ☎ 028-674-4843 栃木県宇都宮市中里町248

前橋市防災センター ☎ 027-220-4503 群馬県前橋市朝日町4－22－2

埼玉県防災学習センター ☎ 048-549-2313 埼玉県鴻巣市袋30

千葉県西部防災センター ☎ 047-331-5511 千葉県松戸市松戸558－3

東京消防庁消防博物館 ☎ 03-3353-9119 東京都新宿区四谷3－10

東京消防庁本所防災館 ☎ 03-3621-0119 東京都墨田区横川4－6－6

東京消防庁池袋防災館 ☎ 03-3590-6565 東京都豊島区西池袋2－37－8

東京消防庁立川防災館 ☎ 042-521-1119 東京都立川市泉町1156－1

品川区防災センター ☎ 03-5742-6696 東京都品川区広町2－1－36

北区防災センター ☎ 03-3940-1811 東京都北区西ヶ原2－1－6

神奈川県総合防災センター ☎ 046-227-1700 神奈川県厚木市下津古久280

横浜市民防災センター ☎ 045-312-0119 神奈川県横浜市神奈川区沢渡4－7

佐渡市消防本部防災センター ☎ 0259-51-0123 新潟県佐渡市八幡58 

糸魚川市消防本部防災センター ☎ 025-552-2311 新潟県糸魚川市南寺島2－10－20

中越メモリアル回廊 ☎ 0258-39-5525  

おぢや震災ミュージアムそなえ館 ☎ 0258-89-7480 新潟県小千谷市上ノ山4－4－2

きおくみらい長岡震災アーカイブセンター ☎ 0258-39-5525 新潟県長岡市大手通2-6フェニックス大手イースト2階

地すべり資料館 ☎ 0255-78-2687 新潟県上越市板倉区猿供養寺402－1

三条市防災学習館 ☎ 0256-35-6520 新潟県三条市上須頃167－1

富山県広域消防防災センター ☎ 076-429-9911 富山県富山市惣在寺1090－1

射水市防災センター ☎ 0766-82-8333 富山県射水市本町2－13－1

小松市民防災センター ☎ 0761-20-2706 石川県小松市園町ホ110－１

七尾鹿島防災学習センター ☎ 0767-53-0119 石川県七尾市つつじが浜3－83

白山野々市広域消防本部災学習センター ☎ 076-276-9470 石川県白山市三浦町255－1

福井市防災センター ☎ 0776-20-5156 福井県福井市和田東2－2207

山梨県立防災安全センター ☎ 055-273-1048 山梨県中央市今福991

長野市防災市民センター ☎ 026-227-8002 長野県長野市大字鶴賀1730－2

岐阜県広域防災センター ☎ 0586-89-4192 岐阜県各務原市川島小網町2151
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知識・技術編

静岡県地震防災センター ☎ 054-251-7100 静岡県静岡市葵区駒形通5－9－1

愛知県防災教育センター ☎ 0561-53-2015 愛知県尾張旭市大字新居5182－1393

名古屋市港防災センター ☎ 052-651-1100 愛知県名古屋市港区港明1－12－20

豊橋市消防本部防災センター ☎ 0532-52-0119 愛知県豊橋市東松山町23

岡崎市防災展示コーナー ☎ 0564-23-6533 愛知県岡崎市十王町2－9

春日井市消防防災展示室 ☎ 0568-85-6376 愛知県春日井市梅ヶ坪町109－１

豊田市防災学習センター ☎ 0565-35-9724 愛知県豊田市長興寺5－17－1

新城市防災学習ホール ☎ 0536-22-4822 愛知県新城市平井字新栄83

東海市地域防災センター ☎ 0562-39-0119 愛知県東海市加木屋町夕霞松67

知多市市民体験コーナー ☎ 0562-31-0191 愛知県知多市三反田1－41

みえ防災・減災センター ☎ 059-231-5694 三重県津市栗真町屋町1577

四日市市防災教育センター ☎ 059-365-3119 三重県四日市市富田2－4－15

名張市防災センター ☎ 0595-63-7271 三重県名張市鴻之台1－2

京都市市民防災センター ☎ 075-662-1849 京都府京都市南区西九条菅田町7

舞鶴市防災センター ☎ 0773-65-0216 京都府舞鶴市字浜80－4

津波・高潮ステーション ☎ 06-6541-7799 大阪府大阪市西区江之子島2－1－64

福知山市防災センター ☎  0773-23-5119 京都府福知山市東羽合町46－1

大阪市立阿倍野防災センター ☎ 06-6643-1031 大阪府大阪市阿倍野区阿倍野筋3－13－23

東大阪市消防局防災学習センター ☎ 072-966-9998 大阪府東大阪市稲葉1－1－9

人と防災未来センター ☎ 078-262-5050 兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通1－5－2

ひめじ防災プラザ ☎ 079-223-9977 兵庫県姫路市三左衛門堀西の町3

加古川市防災センター ☎ 079-423-0119 兵庫県加古川市加古川町友沢137－1

福良港防災津波ステーション ☎ 0799-50-2381 兵庫県南あわじ市福良甲1528－4

奈良市防災センター ☎ 0742-35-1106 奈良県奈良市八条5－404－1

大和郡山市防災センター ☎ 0742-35-1107 奈良県大和郡山市本庄町300

稲むらの火の館 ☎ 0737-64-1760 和歌山県有田郡広川町広671

和歌山市消防局防災学習センター ☎  073-423-0119 和歌山県和歌山市八番町12

那賀防災センター ☎  0736-61-7259 和歌山県岩出市中迫154

岡山市西消防署・消防防災センター ☎ 086-256-1119 岡山県岡山市北区野殿西町427－1

※ ホームページあり
44



知識・技術編

　（一財）消防科学総合センターがつくっている、「消防

防災博物館」というホームページがあります。消防の歴

史や防災についての基礎知識はもちろん、東日本大震災

に関するコーナーまであり、いろいろなことを学ぶこと

ができます。また、スマートフォン向けサイトとして、「消

防防災博物館スマートフォン版」を開設しました。こちら

でも防災に役立つ情報をご覧になることができます。

URLは次のとおりです。

http://www.bousaihaku-smart.com/

き　　そ　　ち　しき

かい  せつ

らん

※ ホームページあり

広島市総合防災センター ☎  082-843-0918 広島県広島市安佐北区倉掛2－33－1

呉市防災センター ☎ 0823-74-1310 広島県呉市広古新開2－1－9

尾道市防災センター ☎ 0848-55-3113 広島県尾道市東尾道18 －2

東広島市消防局防災センター ☎ 082-422-6567 広島県東広島市西条町助実1173－1

山口県大島防災センター ☎ 0820-79-1133 山口県大島郡周防大島町大字久賀5066－5

徳島県立防災センター ☎ 088-683-2000 徳島県板野郡北島町鯛浜字大西165

香川県防災センター ☎ 087-881-0567 香川県高松市生島町689－11

三観広域防災センター ☎ 0875-24-0119 香川県観音寺市坂本町１－1－7

高松市民防災センター ☎ 087-815-0126 香川県高松市多肥下町1530 －16

松山市防災センター ☎ 089-911-1881 愛媛県松山市萱町6－30－5

福岡市民防災センター ☎ 092-847-5990 福岡県福岡市早良区百道浜1－3－3

飯塚市防災センター ☎ 0948-21-6102 福岡県飯塚市芳雄町16－7

熊本市広域防災センター ☎ 096-363-0265 熊本県熊本市中央区大江3－1－3

宮崎県東児湯消防組合防災センター ☎ 0983-22-1360 宮崎県児湯郡高鍋町大字上江4526

鹿児島県防災研修センター ☎ 0995-64-5251 鹿児島県姶良市平松6252 

沖縄市防災研修センター ☎ 098-929-0901 沖縄県沖縄市美里5－29－1
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地震・津波のとき

火山噴火のとき

大雨や台風など気象災害のとき

知識・技術編

★暴風特別警報、暴風雪特別警報、大雨特別警報、大雪特別警報、高潮特別警報、波浪特別警報

★暴風警報、暴風雪警報、大雨警報、大雪警報、洪水警報、高潮警報、波浪警報

★強風注意報、風雪注意報、大雨注意報、大雪注意報、洪水注意報、高潮注意報、　

　波浪注意報、雷注意報、乾燥注意報、濃霧注意報、霜注意報、

　なだれ注意報、低温注意報、着雪注意報、着氷注意報、融雪注意報

★台風情報

★土砂災害警戒情報

★竜巻注意情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

★緊急地震速報

★大津波警報・津波警報・津波注意報

★地震情報、津波情報　　　　　　　　　　　　　　　　など

★噴火警報・火口周辺警報　　　　　　　　　　　　　　など

ぼう ふう

ぼう  ふう

ぼう  ふう  せつ

ぼう  ふう  せつ

ふう  せつ

かん  そう のう   む

ちゃく せつ ゆう  せつちゃく ひょう

しも

★暴風特別警報、暴風雪特別警報、大雨特別警報、大雪特別警報、高潮特別警報、波浪特別警報

　消防庁が作成した「チャレンジ！防災 48」には、消火や応急
救護の実技など、災害時に役立つ48の実習メニューのほか、災

害時の映像や写真などが盛り込まれています。

「チャレンジ！防災４８」は、消防庁の HP「防災・危機管理 e-カ
レッジ」（http://open.fdma.go.jp/e-college/ ）からダウン

ロードできます（一部の映像素材を除きます）。

きゅう   ご

おう  きゅう

き　  き　  かん　 り

えい　ぞう　 そ　 ざい

★普通救命講習（3時間） ★上級救命講習（8時間） ★救命入門コース（90分）

観察要領／気道確保要領／

心肺蘇生法／AED／

異物除去法／止血法

家族や同僚などが、

万一のとき、救命の手助けが

できるコース

観察要領/気道確保要領/

心肺蘇生法/AED/異物除去法/

止血法/傷病者管理/

外傷の手当/搬送法

救急手当てのほか、

けがや急病などの際に

役立つコース

心肺蘇生法（主に胸骨圧迫）

/AED

概ね10歳以上を

対象にした

入門コース

　みなさんの住んでいるまちの消防

署などでは、地域住民を対象とした

応急手当や救命の講習会を定期的に

行っています。講習会には年齢や内

容に応じて、いろいろなコースがあ

りますので､興味のある人は､くわし

い日時・内容について、もよりの消

防署にきいたり､家族や先生に相談し

たりしたうえで､受けてみてはどうで

しょうか。
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地震・津波のとき

火山噴火のとき

大雨や台風など気象災害のとき

知識・技術編

★暴風特別警報、暴風雪特別警報、大雨特別警報、大雪特別警報、高潮特別警報、波浪特別警報

★暴風警報、暴風雪警報、大雨警報、大雪警報、洪水警報、高潮警報、波浪警報

★強風注意報、風雪注意報、大雨注意報、大雪注意報、洪水注意報、高潮注意報、　

　波浪注意報、雷注意報、乾燥注意報、濃霧注意報、霜注意報、

　なだれ注意報、低温注意報、着雪注意報、着氷注意報、融雪注意報

★台風情報

★土砂災害警戒情報

★竜巻注意情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

★緊急地震速報

★大津波警報・津波警報・津波注意報

★地震情報、津波情報　　　　　　　　　　　　　　　　など

★噴火警報・火口周辺警報　　　　　　　　　　　　　　など

ぼう ふう

ぼう  ふう

ぼう  ふう  せつ

ぼう  ふう  せつ

ふう  せつ

かん  そう のう   む

ちゃく せつ ゆう  せつちゃく ひょう

しも

★暴風特別警報、暴風雪特別警報、大雨特別警報、大雪特別警報、高潮特別警報、波浪特別警報

　消防庁が作成した「チャレンジ！防災 48」には、消火や応急
救護の実技など、災害時に役立つ48の実習メニューのほか、災

害時の映像や写真などが盛り込まれています。

「チャレンジ！防災４８」は、消防庁の HP「防災・危機管理 e-カ
レッジ」（http://open.fdma.go.jp/e-college/ ）からダウン

ロードできます（一部の映像素材を除きます）。

きゅう   ご

おう  きゅう

き　  き　  かん　 り

えい　ぞう　 そ　 ざい

★普通救命講習（3時間） ★上級救命講習（8時間） ★救命入門コース（90分）

観察要領／気道確保要領／

心肺蘇生法／AED／

異物除去法／止血法

家族や同僚などが、

万一のとき、救命の手助けが

できるコース

観察要領/気道確保要領/

心肺蘇生法/AED/異物除去法/

止血法/傷病者管理/

外傷の手当/搬送法

救急手当てのほか、

けがや急病などの際に

役立つコース

心肺蘇生法（主に胸骨圧迫）

/AED

概ね10歳以上を

対象にした

入門コース

　みなさんの住んでいるまちの消防

署などでは、地域住民を対象とした

応急手当や救命の講習会を定期的に

行っています。講習会には年齢や内

容に応じて、いろいろなコースがあ

りますので､興味のある人は､くわし

い日時・内容について、もよりの消

防署にきいたり､家族や先生に相談し

たりしたうえで､受けてみてはどうで

しょうか。
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※平成26年4月1日現在

752 1,703 161,244

ぜん　　こく　　 かく　　 ち

消防署では、火災や事故からみんなの命を守る

　逃げおくれた人を助けたり、消防ポンプ自

動車を使って、消火栓や防火水そうから水を

すい、ホースを何本もつなげてのばし、筒先

から水を勢いよく出して火を消します。

　ビルなどの高い建物の火災では、はしご車

を使って人を助けたり、火を消します。石油

タンクなどの火災では、化学車でつくるあわ

を使って火を消します。

　火災がおこった原因はなにか、どうして燃

え広がったか、また、どれだけの損害があっ

たかを調べます。原因を調べることによっ

て、同じような火事が二度とおきないように

役立てます。
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※平成26年4月1日現在

752 1,703 161,244

ぜん　　こく　　 かく　　 ち

消防署では、火災や事故からみんなの命を守る

　逃げおくれた人を助けたり、消防ポンプ自

動車を使って、消火栓や防火水そうから水を

すい、ホースを何本もつなげてのばし、筒先

から水を勢いよく出して火を消します。

　ビルなどの高い建物の火災では、はしご車

を使って人を助けたり、火を消します。石油

タンクなどの火災では、化学車でつくるあわ

を使って火を消します。

　火災がおこった原因はなにか、どうして燃

え広がったか、また、どれだけの損害があっ

たかを調べます。原因を調べることによっ

て、同じような火事が二度とおきないように

役立てます。
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▶高いビルの火
災を消したり、窓
や屋上から人を
助けたりします。

▶調査車は火災の
現場などで、火災
がおこった原因を
調べる人と道具を
乗せる車です。

▶人命救助のために出動
します。そのための道具
をつんでいます。

▶山火事などで空中から火
を消したり、大きな災害時
に情報を集めたりします。

▶水で消えにくい油
の火災などのとき
に、化学泡をつくっ
て火を消します。

▶Σ（シグマ）型の
はしごにより、人
を助けたり、火を
消したりします。

▶車内には台所やトイレ、シャワー室などが
あり、現場で活動する消防隊員を支援します。

豊中市消防本部提供

奈良市消防局提供

豊中市消防本部提供

旭
川
市
消
防
本
部
提
供

静岡市消防局提供

静岡市消防局提供

奈
良
市
消
防
局
提
供

相
模
原
市
消
防
局
提
供

東京消防庁提供

東京消防庁提供

松戸市消防局提供

松戸市消防局提供

あわ

▶車のタンクに
たくさん水を積
んでおり、ホー
スをのばせば、
すぐに水を出す
ことができます。

▶地震の時、道路のガレ
キを取り除きながら進
み、消防車両が現場に
行くのを手助けします。

▶消防車両が通ることができない
ぬかるみ地やがれきがある場所
に進入し、怪我人や病人などを
運ぶこともできます。

水陸両用バギー
新潟市消防局提供
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▶高いビルの火
災を消したり、窓
や屋上から人を
助けたりします。

▶調査車は火災の
現場などで、火災
がおこった原因を
調べる人と道具を
乗せる車です。

▶人命救助のために出動
します。そのための道具
をつんでいます。

▶山火事などで空中から火
を消したり、大きな災害時
に情報を集めたりします。

▶水で消えにくい油
の火災などのとき
に、化学泡をつくっ
て火を消します。

▶Σ（シグマ）型の
はしごにより、人
を助けたり、火を
消したりします。

▶車内には台所やトイレ、シャワー室などが
あり、現場で活動する消防隊員を支援します。

豊中市消防本部提供

奈良市消防局提供

豊中市消防本部提供

旭
川
市
消
防
本
部
提
供

静岡市消防局提供

静岡市消防局提供

奈
良
市
消
防
局
提
供

相
模
原
市
消
防
局
提
供

東京消防庁提供

東京消防庁提供

松戸市消防局提供

松戸市消防局提供

あわ

▶車のタンクに
たくさん水を積
んでおり、ホー
スをのばせば、
すぐに水を出す
ことができます。

▶地震の時、道路のガレ
キを取り除きながら進
み、消防車両が現場に
行くのを手助けします。

▶消防車両が通ることができない
ぬかるみ地やがれきがある場所
に進入し、怪我人や病人などを
運ぶこともできます。

水陸両用バギー
新潟市消防局提供

51



宮城県栗原市消防団提供

奈良市消防団提供

奈良市消防局提供

熊本県宇城広域連合消防本部提供

札幌市消防局提供

ひ なん  ゆう どう

みっちゃく

ふ きゅう

※平成26年4月1日現在

2,221 22,560 864,347

　男性ばかりでなく、全国で2万1684人（平成

26年4月1日現在）の女性消防団員が、住民への

防災指導や応急手当の普及などさまざまな分野で

活躍しています。

　戦後最大の被害を発生させた東日本大震災。被災地の消防団

員は、自らも被害を受けているにもかかわらず、災害現場にかけ

つけて、水門の閉鎖や住民の避難誘導、救助活動、行方不明者の

検索、がれき撤去まで、いろいろな活動を献身的に行いました。宮城県塩竃市の浦戸地区桂島

という離島では、消防団員がお年寄りなどの要配慮者の家も把握していたので、全ての島民が

無事に避難できました。消防団員が日ごろから地域に密着していたからこそできたことです。

　そんな消防団員の活動は、地域住民に勇気を与え、あらためて地域の絆の大切さを教えてく

れました。

●15万6,840組織　●4,184万7,876人
（平成26年4月1日現在）

●4,558クラブ　
●41万5,645人
  （平成26年5月1日現在）

●1万3,693クラブ　
●116万4,908人
  （平成26年5月1日現在）

●9,106クラブ　
●137万8,414人
  （平成26年4月1日現在）

　また、消防団の人たちは、海や山で遭難した人を助

けたり、ふだんから火事を出さないように、みなさん

の家をまわって防火をよびかけたりしています。消防

団は、法律（＊）で「将来にわたり地域防災力の中核と

して欠くことのできない代替性のない存在」とされて

おり、これからもずっとみんなの町を守るリーダーと

して、重要な役割をはたしつづけます。

しょうぼうだん ひと ひと たす

か     じ だ

いえ ぼう　か しょうぼう

だん ほう りつ しょうらい

じゅうよう やくわり

ちゅうかく

か だい  たい  せい そん  ざい

ち　 いき  ぼう  さい りょく

うみ やま そうなん

＊消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律第8条より

　消防署や消防団などと協力して、自主的に地

域の防災活動を行っているグループを「自主防

災組織」といいます。

　その他、女性によりつくられている「女性（婦人）

防火クラブ」、主に小学校４年生から中学生のみ

んなが参加している「少年消防クラブ（BFC)」、幼

稚園児や小学校低学年のみんなが参加してい

る「幼年消防クラブ」などがあります。

　いつ発生するかわからない災害に備えるため

にも、「自主防災組織」、「女性（婦人）防火クラブ」、

「少年消防クラブ」の重要性や地域からの期待

は、ますます高まっています。また、「自主防災組

織」、「女性（婦人）防火クラブ」、「少年消防クラブ」

は法律にも記されています。

　みなさんも自主防災組織などの活動に参加し

て、地域により強いきずなを築いていきましょう。

しょう   ぼう   しょ しょう   ぼう   だん きょう  りょく じ　　しゅ　てき ち

いき

ぼう　  か

はっ　せい さい　がい そな

よう　ねん　しょう　ぼう

しょう   がっ    こう てい   がく   ねん さん　  か

たか

ち　  えん　  じ

さん　  か しょう  ねん   しょう  ぼう

しょう  ねん   しょう  ぼう

よう

ねん　せい ちゅう   がく   せい

じゅう   よう   せい ち     いき き     たい

おも しょう    がっ    こう

じょ    せいた じょ    せい ふ　  じん

じょ    せい ぼう　  かふ　  じん

じょ    せい ぼう　  か しょう  ねん　しょう  ぼうふ　  じん

さい　 そ　  しき

ぼう　さい　かつ　どう おこな じ     しゅ    ぼう

じ     しゅ    ぼう　さい　  そ　  しき

じ     しゅ    ぼう　さい　  そ

じ     しゅ    ぼう　さい　  そ　 しき かつ   どう

ち     いき つよ きず

さん    か

しき

ほう  りつ
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宮城県栗原市消防団提供

奈良市消防団提供

奈良市消防局提供

熊本県宇城広域連合消防本部提供

札幌市消防局提供

ひ なん  ゆう どう

みっちゃく

ふ きゅう

※平成26年4月1日現在

2,221 22,560 864,347

　男性ばかりでなく、全国で2万1684人（平成

26年4月1日現在）の女性消防団員が、住民への

防災指導や応急手当の普及などさまざまな分野で

活躍しています。

　戦後最大の被害を発生させた東日本大震災。被災地の消防団

員は、自らも被害を受けているにもかかわらず、災害現場にかけ

つけて、水門の閉鎖や住民の避難誘導、救助活動、行方不明者の

検索、がれき撤去まで、いろいろな活動を献身的に行いました。宮城県塩竃市の浦戸地区桂島

という離島では、消防団員がお年寄りなどの要配慮者の家も把握していたので、全ての島民が

無事に避難できました。消防団員が日ごろから地域に密着していたからこそできたことです。

　そんな消防団員の活動は、地域住民に勇気を与え、あらためて地域の絆の大切さを教えてく

れました。

●15万6,840組織　●4,184万7,876人
（平成26年4月1日現在）

●4,558クラブ　
●41万5,645人
  （平成26年5月1日現在）

●1万3,693クラブ　
●116万4,908人
  （平成26年5月1日現在）

●9,106クラブ　
●137万8,414人
  （平成26年4月1日現在）

　また、消防団の人たちは、海や山で遭難した人を助

けたり、ふだんから火事を出さないように、みなさん

の家をまわって防火をよびかけたりしています。消防

団は、法律（＊）で「将来にわたり地域防災力の中核と

して欠くことのできない代替性のない存在」とされて

おり、これからもずっとみんなの町を守るリーダーと

して、重要な役割をはたしつづけます。

しょうぼうだん ひと ひと たす

か     じ だ

いえ ぼう　か しょうぼう
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じゅうよう やくわり

ちゅうかく

か だい  たい  せい そん  ざい

ち　 いき  ぼう  さい りょく

うみ やま そうなん

＊消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律第8条より

　消防署や消防団などと協力して、自主的に地

域の防災活動を行っているグループを「自主防

災組織」といいます。

　その他、女性によりつくられている「女性（婦人）

防火クラブ」、主に小学校４年生から中学生のみ

んなが参加している「少年消防クラブ（BFC)」、幼

稚園児や小学校低学年のみんなが参加してい

る「幼年消防クラブ」などがあります。

　いつ発生するかわからない災害に備えるため

にも、「自主防災組織」、「女性（婦人）防火クラブ」、
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平成21年10月1日～8日
インドネシア西スマトラ州パダン沖
地震災害（インドネシア共和国）

平成23年2月23日～3月12日
ニュージーランド南島地震災害
（ニュージーランド）

インドネシア西スマトラ州パダン沖地震災害への出動（平成21年）

ニュージーランド南島地震災害への出動（平成２３年）

等

　阪神・淡路大震災の教訓から、国内で地震など大きな災害がお

きたときに、全国各地からすみやかに被災地に出動し、人命救助

活動等を行うことを任務としてつくられたチームが、緊急消防援

助隊です。

　平成7年から現在まで計28回出動し、平成26年4月1日現

在で4,694隊が登録されています。

震災害まで、派遣実績は18回におよび、世界各地でその活躍が認められています。平成

26年4月1日現在、全国77消防本部から599名の救助隊員が IRTに登録しています。

東日本大震災への出動（平成２３年）

　平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本

大震災では、主な被災3県（岩手県・宮城県・

福島県）に対し、44都道府県712消防本部

から3万人を超える消防職員が出動し、発足

以来、最大規模の活動となりました。

東日本大震災

航空部隊と連携する消防艇
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少年消防クラブとは…
　少年消防クラブ（BFC＝ボーイズ　アンド　ガールズ　ファイヤークラブ）は、

学校や家庭などにおいて防火・防災意識を高めることを目的とする自主的な防災

組織です。このクラブは、少年・少女により構成されており、防火・防災につい

ての知識などを身近な生活のなかに見いだすとともに、日ごろから防火・防災講

習会などへの参加、火災予防ポスター作成、防火パトロールや防火・防災に関す

る研究発表会の実施などの活動を行っています。

　昭和25年の制度発足以来、少年・少女に地域のリーダーとなってもらうため、

あくまで純粋な社会教育クラブとして活動が続けられており、平成26年5月1日

現在、全国で4,558クラブ41万5,645人のクラブ員により編成されており、

各地域で火災のない明るいまちづくりのために活躍しています。

こう せい

じっ し

ほっ そく

じゅん すい
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地域防災室　TEL.03-5253-7561　FAX.03-5253-7535



消防庁
消
防
庁


